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長倉在住　竹内　学さん

▲中高生の選考委員 ▲愛称選考会の様子

名前は「　　　　　」です。

◇グランプリ賞
　　高橋　優子さん（那珂郡東海村）
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2011年７月24日までに
地上デジタル放送完全移行
デジタル放送に関するお問い合せ先
地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

TEL:0570-07-0101または03-4334-1111
平日：９:00～21:00／土・日・祝祭日９:00～18:00

常陸大宮市の人口（１月１日現在・推定常住者） 総人口45,801人（男22,452人、女23,349人）世帯数16,297世帯

　

私
は
設
備
工
事
業
を
営
ん
で
い
ま

す
。
主
に
給
湯
器
の
修
理
や
設
置
、
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
等
を
行
う
地
元
密
着
型

の
小
さ
な
お
店
で
す
。

　

地
元
密
着
と
い
え
ば
、
祭
り
が
大
好

き
で
す
。
お
祭
り
に
は
必
ず
出
か
け
て

い
き
ま
す
し
、
８
月
の
「
長
倉
七
夕
ま

つ
り
」
で
は
下
端
と
し
て
企
画
段
階
か

ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
晦
日
の
年
越
し
で
は
地
域

の
方
々
と
協
力
し
て
、
長
倉
の
天
満
宮

で
巨
大
絵
馬
（
１
・
８
ｍ
×
０
・
９
ｍ
）

を
作
っ
て
参
拝
者
の
皆
さ
ん
に
願
い
事

を
書
い
て
い
た
だ
き
、
神
社
の
年
越
し

の
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

親
は
他
所
の
子
ど
も
よ
り
も
自
分
の

子
ど
も
の
ほ
う
が
か
わ
い
い
と
い
い
ま

す
。
神
様
も
他
所
か
ら
来
た
参
拝
者
よ

り
も
地
元
の
参
拝
者
の
方
が
か
わ
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
、

地
元
の
神
社
に
御
参
り
に
行
き
ま
し
ょ

う
。

　

今
年
も
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
地
元
密
着
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　平成18年１月に県内の考古学研究者ら有志に
より学術調査が行われた市内泉坂下遺跡の遺物が
市に移管され、貴重な人面付土器が、発掘を主宰
した考古学研究者の鈴木素行氏（那珂市在住）か
ら市長に手渡されま
した。
　この調査は、地元
の菊池栄一氏が偶
然掘り出した土器を
資料館に寄贈された
ことがきっかけとな
り、鈴木氏のよびか
けで行なわれたもの
で、県内では小野天
神 前 遺 跡 以 来30年
ぶりの発見となる、
弥生時代の再葬墓遺跡が確認されました。
　また、稀にしか出土しない人面付土器がほぼ完
全な姿で発掘されたばかりではなく、国内最大の
人面付土器であることも判明しました。
　資料館では、２月７日まで、泉坂下遺跡の遺物
とともに、小野天神前遺跡、海後遺跡（那珂市）、
女方遺跡（筑西市：復製品）の人面付土器も展示
しています 。
■問い合わせ先■
歴史民俗資料館大宮館　☎ 52－1450（月曜休館）

　皆さんからご応募いただいた137点（市内117
点、市外20点）の中から、副市長を委員長とす
る市民の代表で構成された22人の選考委員によ
り愛称が決定しました。

人面付土器が常陸大宮市へ
名前は「 です。

マスコットキャラクター愛称決定
　　　　　」


